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研究成果の概要（和文）：メタボ対策には適正な食生活が不可欠である。これまでもメタボに良い食品、悪い食
品の報告が数々なされている。しかし食事は複数の食品で構成されており、ある食品を避ける、或いは積極的に
摂取することで別の食品群の摂取量も影響を受けてしまう。そのため、適正な食生活か否かを判断するために
は、メタボ発症に関連する食事がどのような食品群で構成されているか、というメタボに関連する食事パターン
を明らかにし、ある食事がそのような食事パターンにどれくらい近い、或いは遠いかを点数化する必要がある。
本研究で、メタボ発症に関連する食事パターンのスコア化に成功し、食事内容からメタボ発症リスクを予想でき
るようになった。

研究成果の概要（英文）：Appropriate diet is indispensable to prevent an onset of metabolic syndrome.
 Intensive studies have been made to reveal the type of food favorable/unfavorable to develop 
metabolic syndrome. However, meals are composed of multiple types of foods and avoiding/choosing 
certain types of foods will affect the intake of other types of foods, as well. Therefore, to 
determine if some diets are favorable/unfavorable to an onset of metabolic syndrome, it is crucial 
to elucidate a dietary pattern associated with an onset of metabolic syndrome and establish a method
 to evaluate how close/distant a certain meal is to/from such a dietary pattern. In this study, we 
succeeded in establishing a dietary pattern, which is associated with an onset of metabolic 
syndrome, and made a formula to score the distance between certain dietary patterns and the one 
associated with developing metabolic syndrome. This score will enable to assess the risk of 
developing metabolic syndrome from a dietary pattern.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
毎日の食事がメタボ発症に近づくものか、或いは発症を遠ざけるものであるか、についてその食事のスコアを見
ることで容易に判定することが可能になる。したがって食事内容を入力するとスコアが表示されるアプリなどの
システムを作成することにより、メタボ対策に不可欠である適正な食事内容を取るための実践的な指導を容易に
行うことが可能になり、患者数の増加が社会的な問題となっているメタボ対策に貢献できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
急速に増加するメタボリックシンドロームに対し、その発症予防に生活習慣の改善指導が必要
である。その中でも食事内容の指導につき、メタボリックシンドロームと関連する食品や栄養
素についての報告は研究開始当初にも存在した。しかし食事は複数の食品で構成されており、
ある食品摂取量の増減が他の食品の摂取量に影響を与える。したがってメタボリックシンドロ
ームの発症予防あるいは改善に役立つ食事パターンを解析し、そのスコア化を行う方が、メタ
ボリックシンドローム対策により実践的な貢献をすることができると考えられた。メタボリッ
クシンドローム対策の食事パターンとして、地中海食などが報告され、そのスコア化もなされ
ていた。しかし日本人の食生活で地中海食スコアを用いて対策を行うことには限界があった。 
 
２．研究の目的 
日本人の食生活で用いられる食品群の摂取量のデータに基づき、メタボリックシンドローム発
症に関連する食事パターンを明らかにし、そのスコア化を目指した。 
 
３．研究の方法 
研究者らが 2008 年より徳島県民を対象に行っているコホート研究に参加する男性のデータを
用い、ベースラインにおける食物摂取頻度調査と追跡期間中のメタボリックシンドローム発症
の有無から、メタボリックシンドローム発症に関連する食事パターンを割り出し、スコア化を
行った。 
 
４．研究成果 
メタボリックシンドローム発症に関連する食事パターンのスコア化により、あるショック時パ
ターンがどの程度メタボリックシンドローム発症リスクを高める、あるいは低下させる食事内
容であるかを定量的に表現できるようになった。これにより、特定の食品群の摂取を制限ある
いは促進することにとらわれない実践的な食事指導をメタボリックシンドローム対策に行うこ
との可能性が示された。 
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